




1.当初計画 

初年度に提出した研究計画書および研究報告書に述べたように,本研究の特色は,口腔内の

汚染を主な対象として展開されてきた従来の乳幼児歯科保健に,咬合の発達不全という考

え方を追加,導入し,乳幼児歯科保健の目標と内容を再整備しようとするところにある。こ

のため,研究計画は調査,実験,データ解析,健康教育の試行など,広範囲にわたるものであ

った。その内容は次に示す通りである。 

(1)問題点の抽出と整理:保健機構の活用状況,保健活動の効果,障害児の歯科保健の実態。 

(2)調査：乳幼児歯科健診,食調査,環境調査,総合調査,障害児診査。 

(3)実験：実験哺乳と摂食パターン,咀嚼機能量の測定。 

(4)データの解析:食生態と歯科疾患との相関,食生態と咬合系の発達との相関,歯の萌出の

遅れと順序の変更の検討。 

(5)健康教育の試行 


